
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら

始
ま
っ
た
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
配
備
が
つ
い
に
「
１
人

１
台
」
ま
で
た
ど
り
つ
い

た
。
こ
れ
に
よ
り
国
は
「
１

人
１
台
情
報
端
末
」
所
持
を

前
提
と
し
た
施
策
や
新
た
な

学
び
の
方
向
性
を
検
討
、
推

進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
０
１
３
年
に
発
足
し
、

２１
年
ま
で
計
４８
回
開
催
さ
れ

た
教
育
再
生
実
行
会
議
も
発

展
的
に
解
消
。
「
い
じ
め
対

策
」
「
教
育
委
員
会
改
革
」

か
ら
始
ま
っ
た
同
会
議
の
討

議
も
後
半
は
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ

ｙ
５
・
０
に
向
け
た
人
材
育

成
や
技
術
の
進
展
に
応
じ
た

教
育
改
革
、
新
時
代
に
対
応

し
た
高
等
学
校
改
革
、
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
や
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
学
び
の
確
保

等
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
本

会
議
の
後
継
と
し
て
２
０
２

１
年
１２
月
、
内
閣
官
房
は
教

育
創
造
未
来
会
議
（
議
長
＝

岸
田
内
閣
総
理
大
臣
）
を
設

置
。
「
再
生
」
か
ら
「
創
造

未
来
」
へ
と
変
わ
っ
た
名
称

に
そ
の
役
割
の
意
義
が
表
現

さ
れ
て
い
る
。

各
省
よ
り
一
段
高
い
立
場

か
ら
、
総
合
的
・
基
本
的
な

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
策
定
を

進
め
て
い
る
内
閣
府
「
総
合

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
会
議
」
の
「
教
育
・
人
材

育
成
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
で
は
「
教
育
・
人
材
育

成
に
関
す
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
策
定
に
向
け
た
中
間
ま
と

め
（
案
）
」
を
１２
月
７
日
、

公
表
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の

目
的
を
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
に
取
り
組
ん
で

い
る
教
師
の
努
力
を
政
府
と

し
て
ど
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
か
」
で
あ
る
と
し
「
新
学

習
指
導
要
領
が
２
０
２
０
年

度
よ
り
小
学
校
か
ら
段
階
的

に
実
施
さ
れ
、
全
国
約
１
０

０
万
人
の
教
師
が
、
今
必
死

に
取
組
ん
で
い
る
中
、
全
く

異
な
る
文
脈
で
新
し
い
改
革

が
議
論
、
進
行
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
す
べ
て
新
学
習

指
導
要
領
が
目
指
し
て
い
る

資
質
・
能
力
の
育
成
や
『
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
』
の
実
現
の
た
め
」
と
言

及
し
て
い
る
。

本
会
議
で
は
、
今
年
度
中

に
国
の
３
本
の
政
策
「
子
供

の
特
性
を
重
視
し
た
学
び
の

『
時
間
』
と
『
空
間
』
の
多

様
化
」
「
探
究
・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
教
育
を
社
会
全
体
で
支
え

る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」

「
文
理
分
断
か
ら
の
脱
却
、

理
数
系
の
学
び
に
関
す
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解

消
」
等
に
資
す
る
５
か
年
程

度
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定

す
る
。
目
指
す
理
想
は
現
在

の
立
ち
位
置
と
は
遠
い
が
、

達
成
で
き
て
い
な
い
か
ら
こ

そ
の
ロ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
あ

り
、
理
想
が
あ
れ
ば
不
足
を

埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

机
が
広
い
と
情
報
端
末
と
目
の
距
離
を
確
保
で
き
る
。
ガ

ー
ド
付
き
で
あ
れ
ば
情
報
端
末
の
落
下
を
防
ぎ
や
す
い

文
部
科
学
省
・
新
し
い
時

代
の
学
校
施
設
検
討
部
会

は
、
今
年
度
中
に
「
新
し
い

時
代
の
学
び
を
実
現
す
る
学

校
施
設
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
最
終
報
告
を
と
り
ま
と

め
る
と
と
も
に
学
校
施
設
整

備
指
針
を
改
訂
す
る
。

２
０
２
０
年
代
を
通
じ
て

実
現
を
目
指
す
べ
き
学
校
施

設
の
価
値
を
「
未
来
志
向
」

で
捉
え
な
お
す
。
新
し
い
時

代
の
「
学
び
舎
」
の
た
め
⑴

「
安
全
・
安
心
で
持
続
可
能

な
教
育
環
境
確
保
」
の
視
点

か
ら
着
実
に
対
応
す
べ
き
も

の
と
、
⑵
新
し
い
時
代
の
学

び
を
実
現
す
る
教
育
環
境
向

上
の
視
点
で
創
意
工
夫
に
よ

り
特
色
・
魅
力
を
発
揮
す
る

も
の
を
区
分
し
て
示
す
。
長

寿
命
化
を
実
現
す
る
と
と
も

に
両
者
の
視
点
を
一
体
的
に

推
進
す
る
。

ま
た
、
「
学
校
施
設
整
備

指
針
」
と
は
別
に
「
学
校
設

置
者
が
２
０
２
０
年
代
を
通

じ
て
実
現
す
べ
き
整
備
の

姿
」
実
現
の
た
め
に
重
点
化

す
べ
き
方
向
性
も
整
理
し
て

示
す
。

財
政
支
援
制
度
の
在
り
方

に
つ
い
て
も
検
討
。
地
方
公

共
団
体
の
財
政
状
況
や
法
的

・
技
術
的
な
課
題
等
を
勘
案

し
て
教
育
環
境
向
上
の
レ
ベ

ル
を
複
数
パ
タ
ー
ン
に
分
類

し
て
整
理
す
る
。

学
校
施
設
整
備
・
活
用
推

進
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
も
構
築
。
本
議
論
で
は

「
学
校
施
設
診
断
評
価
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
（
仮
称
）
」
の
必

要
性
も
指
摘
し
て
い
る
。

本
検
討
部
会
は
２
０
２
１

年
１２
月
、
田
尻
町
教
育
委
員

会
（
大
阪
府
）
を
視
察
。
本

町
は
同
年
８
月
、
教
育
委
員

会
の
事
務
機
能
を
集
約
す
る

新
教
育
セ
ン
タ
ー
を
小
・
中

学
校
に
隣
接
し
た
場
所
に
開

設
。
セ
ン
タ
ー
内
に
学
習
空

間
を
整
備
し
た
。

本
学
習
空
間
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
配
備
。
前
後
の
壁
面

は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
、
ワ

イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
可

動
式
の
机
と
椅
子
な
ど
を
設

置
し
た
。
約
２
教
室
分
の
広

さ
の
教
室
は
８
分
割
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
少
人
数
授
業

や
協
働
的
な
学
び
、
教
員
研

修
の
場
と
し
て
の
活
用
を
想

定
し
て
お
り
、
小
中
学
校
の

敷
地
か
ら
出
る
こ
と
な
く
ア

ク
セ
ス
で
き
る
。

今
後
は
近
接
す
る
老
朽
化

し
た
幼
保
施
設
を
「
地
域
と

共
に
あ
る
保
幼
小
中
一
貫

校
」
と
し
て
整
備
す
る
計
画

で
、
本
学
習
空
間
で
様
々
な

活
動
や
事
業
を
検
証
・
分
析

し
、
老
朽
化
し
た
小
中
学
校

校
舎
の
近
い
将
来
予
想
さ
れ

る
建
替
え
の
際
に
役
立
て
て

い
く
考
え
だ
。

学
校
行
事
を
大
型
提
示
装
置
で
教
室
等
に
配
信
す
る
取
組

が
全
国
的
に
増
え
、
日
常
の
一
部
に
な
り
つ
つ
あ
る

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
よ
る
端
末
配
備
が
全
国
で

ほ
ぼ
完
了
し
、
端
末
の
活
用

状
況
に
関
わ
ら
ず
、
年
度
更

新
が
必
要
に
な
る
。
第
４
回

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
基
づ
く
１
人
１
台
端
末
の

円
滑
な
利
活
用
に
関
す
る
調

査
協
力
者
会
議
」
で
は
「
ア

カ
ウ
ン
ト（
Ｉ
Ｄ
）の
更
新
」

「
端
末
の
更
新
」
「
デ
ー
タ

の
取
扱
い
」
「
組
織
体
制
の

整
備
」
の
４
観
点
か
ら
具
体

的
に
必
要
と
思
わ
れ
る
準
備

を
タ
ス
ク
リ
ス
ト
と
し
て
例

示
。
２
０
２
１
年
１２
月
２１
日

に
発
出
し
た
。
各
自
治
体
で

必
要
な
作
業
や
役
割
分
担
が

異
な
る
こ
と
か
ら
、
文
部
科

学
省
で
は
今
後
、
事
例
に
つ

い
て
も
紹
介
し
て
い
く
考
え

だ
。児

童
生
徒
も

ア
カ
ウ
ン
ト
管
理

相
模
原
市
教
育
委
員
会

（
神
奈
川
県
）
は
、
ア
カ
ウ

ン
ト
や
情
報
端
末
等
の
年
度

更
新
に
つ
い
て
、
昨
年
度
の

経
験
を
踏
ま
え
た
今
年
度
の

予
定
を
報
告
。

同
市
で
は
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
」
「
ｅ
ポ
ー

タ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
」
は
教
育

委
員
会
が
、
そ
れ
以
外
の
学

習
サ
ー
ビ
ス
（
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
や
ド
リ
ル
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ

ほ
か
）
は
学
校
が
管
理
。
卒

業
生
に
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ア

カ
ウ
ン
ト
内
の
デ
ー
タ
引
継

ぎ
方
法
を
案
内
す
る
。

「
児
童
生
徒
に
ア
カ
ウ
ン

ト
を
管
理
す
る
知
識
・
技
能

を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
も

重
要
」
と
指
摘
。
同
市
の
ア

カ
ウ
ン
ト
運
用
方
針
と
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
「
相
模
原
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
に
公
開

し
て
い
る
。

文部科学省・省庁 ４面
教育関連団体 ６－９面
４７都道府県教育長 １０－１４面

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
下
で
の
校
務
の
情
報
化

の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
家

会
議
」
（
堀
田
龍
也
座
長
・

東
北
大
学
大
学
院
）
が
２
０

２
１
年
１２
月
３
日
に
設
置
さ

れ
、
第
１
回
会
議
が
２３
日
に

開
催
さ
れ
た
。
ク
ラ
ウ
ド
環

境
や
１
人
１
台
情
報
端
末
の

活
用
推
進
に
は
、
教
員
の
働

き
方
改
革
を
一
層
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
る
新
た
な
環
境
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
校
務
の
情
報
化
と

は
異
な
る「
情
報
化
」が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
会
議

で
検
討
。
校
務
系
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
、
様
々
な
デ
ー
タ

連
携
に
よ
る
可
能
性
と
技
術

的
・
事
務
的
な
課
題
も
含

め
、今
後
の
方
向
性
を
示
す
。

２
０
２
１
年
５
月
の
調
査
に

よ
る
と
、
１
８
１
５
自
治
体

等
の
う
ち
統
合
型
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る

の
は
６８
・
９
％
。
ま
た
、
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し

て
い
る
の
は
４８
・
７
％
で
あ

り
、
デ
ー
タ
利
活
用
が
難
し

い
仕
様
で
あ
る
。
ま
た
、
大

半
の
自
治
体
が
校
務
系
と
学

習
系
デ
ー
タ
を
連
携
し
て
お

ら
ず
、
中
に
は
「
４
台
の
端

末
を
１
人
が
使
い
分
け
て
い

る
」
状
況
も
あ
る
（
公
立
高

等
学
校
教
頭
会
報
告
）
。

校
務
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

現
状
、
学
習
系
や
行
政
系
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
分
離
し
て
い

る
場
合
が
多
い
が
「
教
育
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
２
０
２
２
年
５
月
改
訂
）」

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
離
を

必
要
と
し
な
い
認
証
に
よ
る

ア
ク
セ
ス
制
御
を
前
提
と
し

た
構
成
を
今
後
の
目
標
と
し

て
お
り
、
段
階
的
に
目
指
す

方
向
だ
。

情
報
端
末
活
用
に
早
期
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
あ
る
公

立
の
小
中
一
貫
校
で
は
、
休

み
時
間
の
端
末
活
用
が
禁
止

さ
れ
て
い
た
。
「
休
み
時
間

は
次
の
授
業
準
備
の
た
め
の

も
の
」
と
い
う
の
が
理
由

だ
。
一
方
、
あ
る
国
立
の
小

学
校
で
は
２０
分
間
の
中
休
み

時
間
、
児
童
は
様
々
な
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
で
い
た
。
聞
く

と
「
誰
か
が
始
め
る
と
み
ん

な
が
や
り
始
め
る
。
以
前
は

Ｓ
ｃ
ｒ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
が
流
行
っ

て
い
た
」
と
い
う
。
今
は
無

料
の
某
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
が
流

行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
同
じ

学
校
の
高
学
年
も
同
様
に
休

み
時
間
の
活
用
は
禁
止
し
て

い
な
い
が
「
学
習
に
つ
な
が

る
こ
と
」
が
前
提
。
「
ゲ
ー

ム
の
消
費
に
夢
中
に
な
る
の

で
は
な
く
創
作
へ
の
意
欲
を

も
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
方

針
で
、
同
ク
ラ
ス
で
は
現

在
、
競
っ
て
タ
イ
ピ
ン
グ
に

取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

漢
字
の
習
得
レ
ベ
ル
が
学

年
で
異
な
る
よ
う
に
、
情
報

端
末
の
休
み
時
間
や
放
課
後

で
の
扱
い
も
、
学
年
に
よ
り

異
な
っ
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
。
放
課
後
も
中
休
み

も
、
自
分
の
判
断
で
活
用
す

る
こ
と
が
望
ま
し
く
は
あ
る

が
、
そ
の
前
段
階
が
あ
っ
て

も
よ
い
。
「
な
ぜ
こ
の
学
年

は
Ｏ
Ｋ
な
の
か
」
「
な
ぜ
あ

の
ク
ラ
ス
は
Ｏ
Ｋ
な
の
か
」

を
考
え
る
こ
と
が
メ
タ
認
知

の
き
っ
か
け
に
も
な
る
。

「
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
か
ら
一
律
禁
止
す

る
」
と
い
う
判
断
は
「
個
別

最
適
な
学
び
」
が
目
指
す
べ

き
方
向
性
と
も
異
な
る
。
問

題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
感
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、

問
題
を
抱
え
て
い
る
か
否
か

の
チ
ェ
ッ
ク
を
デ
ジ
タ
ル
等

も
利
用
し
た
別
な
仕
組
み
で

実
現
す
る
べ
き
で
あ
る
。

数
年
前
、
１
人
１
台
端
末

環
境
に
な
い
学
校
で
は
、
授

業
前
に
「
端
末
を
配
布
」
そ

の
後
「
１
列
ご
と
に
順
に
ロ

グ
イ
ン
」
し
て
い
た
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ひ
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紙 面 案 内

３ 面 個別最適な学びを促す学習環境
双方向性のあるコンテンツを問題なくやりとり
できるネットワーク環境があれば「３１人同時に
３１人の講師とマンツーマンで英会話」も可能だ

１５ 面 教科指導で自己肯定感を高める
児童生徒に質問紙調査を行い、分析結果から自
己肯定感を高める視点による授業づくりを行う

２０－２１面 学校施設・設備特集
安心・安全・健康面に配慮するとともに新しい
学びを実現できる学習環境づくりに貢献する

２２ 面 新春対談
１人１台情報端末によりデータ量が膨大に増え
る。すべての学校で円滑に端末を活用するため
の次の段階が「セキュリティ」と「働き方改革
に資する運用」だ
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新
た
な
環
境
前
提
で
校
務
を
情
報
化

机奥に端末落下防止のためのガードを装着している学校もある

「教育再生」から「教育創造未来」へ「教育再生」から「教育創造未来」へ
「
教
育
創
造
未
来
会
議
」開
始

「
教
育
創
造
未
来
会
議
」開
始

教
員
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ク
ア
ッ
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す
る

柔
軟
で
創
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的
な
学
習
空
間
へ

柔
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で
創
造
的
な
学
習
空
間
へ

「
安
全
・
安
心
」「
新
し
い
学
び
」を
実
現

休
み
時
間
・
放
課
後
活
用
も
柔
軟
に

１
人
１
台
情
報
端
末

１
人
１
台
情
報
端
末

年
度
更
新
の
準
備
を
始
め
る

（１） ２０２２年（令和４年）１月１日（土曜日）
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